
ず
、
多
様
性
の
点
で
お
お
い
に
疑
問
符
が
つ
き
ま
す
」

く
わ
え
て
、
高
額
の
学
費
負
担
は
経
済
面
で
教
育
格
差

を
生
み
、
才
能
や
学
習
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
希
望
す
る
大

学
へ
進
め
な
い
若
者
の
機
会
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。
ネ
ル

ソ
ン
が
目
指
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
〝
理
想
の
大
学
教
育
〟
づ
く
り
で
あ
り
、
ミ
ネ
ル
バ

大
学
は
そ
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
だ
っ
た
。

現
今
の
大
学
を
取
り
巻
く
深
刻
な
状
況
、
そ
れ
に
対
す

る
疑
問
と
憂
慮
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
は
じ
め
一
流
大
学

で
要
職
を
務
め
た
教
授
た
ち
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
活
躍
す
る

卒
業
生
た
ち
に
静
か
に
、
し
か
し
確
実
に
共
有
さ
れ
、
ネ

ル
ソ
ン
の
も
と
に
は
望
み
得
る
最
高
の
ス
タ
ッ
フ
［
＊
3
］
が

集
結
す
る
。
か
く
て
、
ミ
ネ
ル
バ
大
学
は
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
に
注
目
さ
れ
、
17
年
度
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
１
６
９
カ
国

の
約
２
万
人
が
受
験
、
名
だ
た
る
名
門
大
学
の
合
格
を
辞

退
し
て
進
学
す
る
学
生
も
現
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

「
同
時
に
、
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
学
生
で
す
ら
イ
ン
タ
ー

ン
を
許
さ
な
か
っ
た
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
所
で
、
ミ
ネ

ル
バ
大
学
の
１
年
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
を
認
め
ら

れ
、
１
年
生
終
了
時
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
思
考
力
を
測
定
す

る
外
部
テ
ス
ト
で
、
全
米
１
位
の
成
績
を
収
め
る
な
ど
、

『
今
世
紀
最
初
の
真
の
エ
リ
ー
ト
大
学
を
つ
く
る
』
と
の

ネ
ル
ソ
ン
の
試
み
は
今
、
大
き
く
花
開
い
て
い
ま
す
」

考
え
抜
か
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

世
界
の
都
市
が
キ
ャ
ンパ
ス
に
な
る

ミ
ネ
ル
バ
大
学
に
は
、
施
設
と
し
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が

存
在
し
な
い
。
学
生
は
４
年
間
の
在
学
中
に
世
界
の
７
都

市
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
→
ソ
ウ
ル
→
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
→
ベ

ル
リ
ン
→
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
→
ロ
ン
ド
ン
→
台
北
）
を
巡
っ

て
、
大
学
が
借
り
上
げ
た
現
地
の
学
生
寮
で
共
同
生
活
を

営
み
、
日
々
の
授
業
の
ほ
か
、
現
地
の
企
業
や
行
政
機
関
、

教
育
を
取
り
巻
く
状
況
への
疑
問
か
ら

生
ま
れ
た〝
真
の
エ
リ
ー
ト
大
学
〟

ロ
ー
マ
神
話
に
お
け
る
知
恵
の
女
神
の
名
を
冠
し
た
、

ミ
ネ
ル
バ
大
学
（M

inerva Schools at K
G

I

）［
＊
1
］
は

２
０
１
４
年
９
月
に
開
校
し
た
。「
高
等
教
育
の
再
創
造
」

を
掲
げ
る
教
育
事
業
会
社
ミ
ネ
ル
バ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
起
ち
上
げ
ら
れ
た
同
大
学
は
、
そ
の
誕
生
自
体
が

〝
事
件
〟
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

「
創
立
者
ベ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
は
、
名
門
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

大
学
ウ
ォ
ー
ト
ン
校
を
卒
業
し
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
成
功

を
収
め
た
起
業
家
［
＊
2
］
な
が
ら
、
現
在
の
大
学
教
育
の

質
に
大
き
な
疑
問
と
問
題
意
識
を
抱
い
て
い
ま
し
た
」

早
く
か
ら
ネ
ル
ソ
ン
の
思
想
に
共
鳴
し
、
直
接
そ
の
意

見
を
聴
く
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
と
い
う
山
本
氏
は
、
ネ
ル

ソ
ン
が
抱
い
た
問
題
意
識
を
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
。

「
第
一
は
、
大
学
と
実
業
界
の
『
社
会
に
出
る
準
備
』
や

『
期
待
し
て
い
る
職
業
技
能
』
へ
の
意
識
の
乖か

い

離り

で
す
。

14
年
に
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
が
実
施
し
た
意
識
調
査
で
『
学
生

は
社
会
で
活
躍
で
き
る
準
備
が
で
き
て
い
る
と
思
う
か
』

と
の
質
問
に
、
大
学
経
営
者
の
96
％
が
『
そ
う
思
う
』
と

答
え
た
の
に
対
し
、
企
業
側
は
わ
ず
か
11
％
、
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
な
問
題
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

一
方
、
こ
う
し
た
認
識
の
差
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
教

育
方
法
の
効
果
と
偏
っ
た
国
際
経
験
の
問
題
で
す
。
前
者

で
い
え
ば
、
情
報
技
術
を
駆
使
し
た
教
育
、
い
わ
ゆ
る

EdTech

が
急
速
に
進
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

既
存
の
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で
は
社
会
か
ら
隔
絶
し
た
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
教
員
が
多
く
の
学
生
に
向
け
て
ひ
た
す
ら
話

す
だ
け
の
講
義
形
式
が
今
な
お
主
流
で
す
。
後
者
の
国
際

経
験
と
い
う
点
で
も
、
海
外
で
学
ぶ
学
生
は
世
界
の
わ
ず

か
２
・
５
％
と
ご
く
少
数
の
う
え
、
そ
の
多
く
が
北
米
と

欧
州
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧
文
化
圏
で
し
か
学
ん
で
お
ら

Ｎ
Ｐ
О
な
ど
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ン
タ
ー
ン
活

動
な
ど
の
実
践
的
取
り
組
み
を
行
う
。

「
世
界
各
地
を
巡
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
滞
在
地
ご
と

の
多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
通
じ
、
多
様
で
濃
密
な

異
文
化
体
験
を
強
烈
に
味
わ
い
ま
す
。
い
わ
ば
〝
都
市
を

ま
る
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
に
す
る
〟
と
い
う
発
想
で
、
こ
れ

に
よ
り
特
定
の
国
や
文
化
に
偏
っ
た
見
方
や
考
え
方
は
徹

底
的
に
問
い
直
さ
れ
る
一
方
、
１
学
年
40
～
50
カ
国
の
約

１
５
０
人
が
営
む
寮
生
活
に
お
い
て
は
、
自
分
の
属
性
や

個
性
と
い
う
面
を
否
応
な
く
意
識
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
」

国
籍
や
性
別
は
も
ち
ろ
ん
、
欧
米
の
エ
リ
ー
ト
校
出
身

者
か
ら
、
中
等
教
育
の
不
十
分
な
開
発
途
上
国
の
若
者
ま

で
、
社
会
階
層
も
驚
く
ほ
ど
多
様
な
環
境
に
身
を
置
く
な

か
、
学
生
は
授
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

を
常
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
当

然
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
相
手
の
話
を
正

し
く
聴
き
、
理
解
す
る
力
、
状
況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
能
力
が
養
わ
れ
、
才
能
と
向
上
心
に
あ
ふ
れ
つ
つ

も
、
驚
く
ほ
ど
謙
虚
な
人
間
性
が
陶と

う

冶や

さ
れ
る
の
だ
と
い

う
。

「
こ
の
よ
う
に
、
世
界
中
を
巡
る
と
い
う
他
に
類
の
な
い

ア
イ
デ
ア
を
可
能
に
し
た
の
が
、
す
べ
て
の
授
業
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
う
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ミ
ネ
ル
バ
大

学
で
は
、
独
自
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
活
用
に
よ
り
、
学
生
は

世
界
の
ど
こ
に
滞
在
し
て
い
て
も
各
国
の
一
流
教
授
陣
か

ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
。
真
の
意
味
で

〝
世
界
に
開
か
れ
た
大
学
〟
と
い
え
る
で
し
ょ
う
」

ミ
ネ
ル
バ
大
学
で
は
講
義
形
式
に
よ
る
授
業
が
禁
止
さ

れ
、
19
人
以
下
の
学
生
が
主
体
の
セ
ミ
ナ
ー
形
式
の
学
び

が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
毎
回
の
授
業
で
は
、
学
生
が
寮
の

自
室
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ロ

グ
イ
ン
。
そ
の
日
の
議
論
の
テ
ー
マ
や
学
習
目
的
と
な
る

コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
が
教
員
か
ら
簡
単
に
解
説
さ
れ
、
そ
の

後
は
画
面
に
表
示
さ
れ
る
選
択
型
の
質
問
へ
の
投
票
と
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
次
々
に
行
わ
れ
て
い
く
の
だ
。

「
細
部
ま
で
考
え
抜
か
れ
た
設
計
は
、
た
と
え
ば
デ
ィ

ベ
ー
ト
の
際
の
学
生
ご
と
の
発
言
量
や
、
ほ
か
の
学
生
の

『
い
い
ね
！
』
マ
ー
ク
が
画
面
上
に
表
示
で
き
る
ほ
か
、

個
々
の
発
言
へ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
学
習
到
達
度
の
観
点
と

尺
度
）
に
よ
る
評
価
を
課
題
に
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
参

加
型
授
業
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
」

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
に
比
べ
圧
倒
的
に
高
密
度
の
授
業

を
効
率
的
に
実
施
で
き
る
だ
け
で
は
な
い
。
学
習
評
価
の

面
で
も
授
業
後
に
す
べ
て
の
学
生
の
発
言
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
詳
細
な
コ
メ
ン
ト
と
採
点
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、

個
々
の
学
生
の
弱
点
や
強
み
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ
、

確
実
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
行
え
る
の
だ
。

「
学
び
方
を
学
ぶ
」カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

自
律
的
で
実
践
的
な
能
力
が
身
に
つ
く

「
こ
う
し
た
な
か
、
学
生
た
ち
は
オ
フ
ラ
イ
ン
で
寮
の
一

室
に
集
ま
り
、
授
業
の
続
き
の
議
論
が
さ
ら
に
白
熱
す
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
ミ
ネ
ル

バ
大
学
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
鍛
え
ら
れ
た
『
実
践
的

な
知
恵
』（
22
頁
の
図
）
の
存
在
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

こ
こ
で
い
う
〝
実
践
的
〟
と
は
、
け
っ
し
て
職
業
訓
練

用
の
専
門
知
識
で
は
な
く
、
記
録
さ
れ
た
事
実
の
集
積
で

も
な
い
。
そ
れ
は
自
ら
使
い
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
生
涯

に
わ
た
り
発
展
可
能
な
技
能
と
理
論
を
含
ん
だ
知
識
、
変

化
の
激
し
い
世
界
と
向
き
合
い
、
な
り
た
い
自
分
を
実
現

す
る
た
め
の
知
恵
な
の
だ
。

「
入
学
時
に
学
部
に
分
け
ら
れ
、
選
択
式
の
一
般
教
養
か

ら
始
め
る
既
存
の
大
学
と
は
違
い
、
ミ
ネ
ル
バ
大
学
で
は

１
年
次
に
は
選
択
科
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
学
生

世
界
最
難
関
大
学
ミ
ネ
ル
バ
が

提
起
す
る
高
等
教
育
の
未
来
像

創
立
3
年
で
学
生
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
思
考
力
の
評
価
が
全
米
ト
ッ
プ
と
な
り
、

約
1
5
0
人
の
募
集
に
世
界
か
ら
2
万
人
以
上
が
受
験
す
る
最
難
関
校
、

そ
れ
が
世
界
の
7
都
市
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
す
る
ミ
ネ
ル
バ
大
学
だ
。

最
高
の
教
育
を
、適
正
な
価
格
で
、よ
り
幅
広
い
人
々
へ
―
―

真
の
高
等
教
育
革
命
を
目
指
す
、そ
の
理
念
と
実
践
と
は
。

創
立
者
ベ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
深
く
共
鳴
し
、

日
本
連
絡
事
務
所
の
代
表
を
務
め
た
山
本
秀
樹
氏
に
伺
っ
た
。

入
澤
誠
＝
取
材
・
執
筆

宮
村
政
徳
＝
撮
影

入
澤
誠
＝
取
材
・
執
筆

宮
村
政
徳
＝
撮
影

山
本
秀
樹

Yam
am

oto H
ideki

［D
ream

 Project School

代
表
］

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

学
校
の
教
育
――
自
発
・
自
律
す
る
学
び
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山
本
秀
樹

や
ま
も
と
・
ひ
で
き

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
東
レ
な
ど
を
経

て
、
住
友
ス
リ
ー
エ
ム（
現
・
ス
リ
ー
エ
ム 

ジ
ャ
パ
ン
）

の
２
つ
の
事
業
部
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
を
経
験
。

Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
の
た
め
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
留
学
で
、

そ
の
学
習
環
境
・
ス
タ
イ
ル
に
深
く
感
銘
を
受
け
、
日

本
で
も
同
様
の
教
育
の
提
供
を
模
索
す
る
。

２
０
１
４
年
の
独
立
後
、
ミ
ネ
ル
バ
大
学
の
存
在
を
知
り
、
コ
ン
タ
ク
ト
し
た
こ
と

か
ら
日
本
連
絡
事
務
所
代
表
と
な
る
。
17
年
代
表
を
辞
し
、
同
大
学
で
得
た
「
教
育

の
再
創
造
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
べ
く
「D

ream
 

Project School

」
を
起
業
。
著
書
に
『
世
界
の
エ
リ
ー
ト
が
今
一
番
入
り
た
い
大
学

ミ
ネ
ル
バ
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
が
あ
る
。

注＊
1	

事
業
主
体
の
ミ
ネ
ル
バ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ク
レ
ア
モ
ン
ト
大
学
系
列
の

ケ
ッ
ク
大
学
院
（K

eck G
raduate Institute

）
と
提
携
す
る
か
た
ち
で
大

学
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
。

＊
2	

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
写
真
印
刷
会
社
ス
ナ
ッ
プ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
財
務
担
当
取
締
役
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
た
。

＊
3	

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
部
門
ト
ッ
プ
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
30
年
以
上
に
わ
た
り

心
理
学
、
認
知
科
学
、
脳
科
学
を
教
え
、
社
会
科
学
部
長
を
務
め
た
ス
テ

フ
ァ
ン
・
コ
ス
リ
ン
教
授
（
現
学
長
）。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
ト
ッ
プ
に
は
、

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
著
名
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
でXoopit

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
カ
ッ
ツ
マ
ン
が
就
任
し
た
。

＊
4	

学
生
が
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
多
く
が
全
寮
制
の

私
立
大
学
。
ア
メ
リ
カ
最
創
成
期
の
大
学
と
し
て
、
い
ず
れ
も
独
立
時
の
13
州

に
位
置
す
る
。

＊
5	

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ス
カ
ラ
ー
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
公
立
高
校

教
員
組
合
で
、
自
ら
の
優
秀
な
生
徒
が
奨
学
金
に
よ
り
一
流
大
学
へ
進
む
こ

と
を
目
的
の
ひ
と
つ
と
す
る
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
は
、
世
界
共
通
の
大

学
入
学
資
格
の
授
与
を
行
う
非
営
利
団
体
。

が
、
幅
広
い
分
野
の
題
材
を
も
と
に
『
実
践
的
な
知
恵
』

を
効
果
的
に
理
解
・
運
用
す
る
た
め
の
１
１
５
項
目
に
わ

た
る
技
能
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
身
に
つ
け
、
学
外
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
実
践
的
に
こ
れ
を
深
め
て
い
き
ま
す
」

そ
の
う
え
で
２
年
次
で
は
、
自
ら
の
専
攻
を
決
め
て
研

究
対
象
を
じ
っ
く
り
探
索
。
３
、４
年
次
を
通
し
て
教
授

や
外
部
の
専
門
家
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
研
究
テ
ー
マ

に
つ
い
て
理
論
と
実
証
研
究
を
深
め
、
最
終
的
に
自
分
の

発
見
に
つ
い
て
発
表
す
る
。
１
年
次
に
徹
底
的
に
学
ぶ

１
１
５
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
４
年
間
を
通
じ
て
学
生
お
の

お
の
の
〝
核
〟
と
な
り
、
ま
た
学
習
評
価
に
お
い
て
も
大

き
な
柱
で
あ
り
続
け
る
の
だ
。

起
こ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

最
近
で
は
、
広
く
社
会
人
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
重

視
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
で
も
存

在
感
を
示
し
て
い
る
と
い
う
ミ
ネ
ル
バ
大
学
。
単
な
る
教

養
や
知
識
で
は
な
い
、
学
び
そ
の
も
の
の
実
践
的
な
知
恵

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
は
、
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見

せ
つ
つ
あ
る
。
今
日
の
最
先
端
が
明
日
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
な
る
未
来
は
、
思
い
の
ほ
か
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
こ
れ
に
よ
り
、
学
生
は
異
な
る
場
面
、
状
況
で
自
分
の

思
考
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
進
化
し
て
い
る
か

を
確
認
で
き
ま
す
。
ま
す
ま
す
予
測
不
能
に
な
る
現
代
に

不
可
欠
な
職
業
ス
キ
ル
――
問
題
解
決
力
や
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
な
思
考
力
、
創
造
力
や
判
断
力
な
ど
、
自
ら
考
え
、
行

動
す
る
能
力
を
養
成
す
る
と
い
う
点
で
理
想
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
設
計
自
体
、

ま
さ
に
建
国
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
良
き
市
民
、
シ
チ
ズ
ン

シ
ッ
プ
を
育
て
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・

カ
レ
ッ
ジ
［
＊
4
］
の
伝
統
に
連
な
る
も
の
で
す
」

従
来
の
知
識
偏
重
型
の
学
び
に
対
し
、「
学
び
方
を
学

ぶ
」
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
各
人
の
専
門
知
識
は

高
い
汎
用
性
を
も
ち
、
卒
業
後
も
幅
広
い
分
野
で
応
用
が

可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

合
格
基
準
は
多
様
性
と
理
念
の
共
有

理
想
の
大
学
づ
く
り
が
目
指
す
も
の

大
学
経
営
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
諸
施
設
（
図
書
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
や

プ
ー
ル
な
ど
は
、
滞
在
都
市
に
あ
る
も
の
を
利
活
用
）
の
建

設
・
維
持
を
必
要
と
し
な
い
ミ
ネ
ル
バ
大
学
の
運
営
費
は
、

既
存
の
大
学
よ
り
は
る
か
に
少
な
く
て
済
む
。
完
全
な
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
教
員
は
自
分
の
現
住
地
か
ら
移
動
す

る
必
要
が
な
く
、
移
動
コ
ス
ト
や
時
間
の
ロ
ス
も
な
い
。

「
物
理
的
、
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
こ
と
で
、
テ

ニ
ュ
ア
（
終
身
在
職
権
）
も
専
用
の
研
究
室
も
な
く
、
給

与
は
授
業
を
行
っ
た
時
間
分
の
み
と
い
う
条
件
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
世
界
中
か
ら
超
一
流
の
教
員
が
こ
ぞ
っ
て
応
募

し
て
き
ま
す
。
一
方
、
こ
う
し
た
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ッ
プ
・
エ
リ
ー
ト
大
学
の
３
分
の

１
未
満
（
年
間
約
１
５
０
万
円
）
と
い
う
適
正
な
学
費
が
実

現
。
優
秀
な
学
生
へ
広
く
門
戸
を
開
く
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
」

█ 図：ミネルバ大学が考える「実践的な知恵」の概略図

学
生
の
選
抜
に
つ
い
て
は
毎
年
８
月
か
ら
翌
３
月
ま
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
形
式
で
行
わ
れ
、
既
存
の

一
流
大
学
が
重
視
す
る
国
籍
、
人
種
、
性
別
や
経
済
状
況

な
ど
は
一
切
不
問
。
選
抜
基
準
は
、
そ
の
学
生
が
「
何
者

か
（
個
人
情
報
と
連
絡
先
、
学
校
で
の
成
績
）」「
ど
の
よ
う
に

思
考
す
る
か
（
思
考
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
評
価
試

験
）」「
何
を
成
し
遂
げ
て
き
た
か（
学
校
の
課
題
以
外
で
実

施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
そ
の
成
果
）」
だ
け
で
、
特
に
３
つ

め
の
点
は
活
動
の
社
会
的
重
要
度
や
認
知
度
、
創
造
性
、

問
題
解
決
に
お
け
る
寄
与
の
度
合
い
な
ど
が
詳
細
に
検
討

さ
れ
る
。

「
選
抜
の
目
的
は
、
そ
の
学
生
本
来
の
才
能
や
実
力
と
と

も
に
、
ミ
ネ
ル
バ
大
学
の
教
育
コ
ン
セ
プ
ト
に
適
合
し
て

い
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
あ
り
、
落
と
す
た
め
の
試
験

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
っ
し
て
万
人
向
け
の
大
学
で
は
な

い
か
ら
こ
そ
、
何
よ
り
も
多
様
性
を
重
視
し
、
世
界
を
巡

り
な
が
ら
ハ
ー
ド
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
い
く
覚

悟
の
あ
る
若
者
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

そ
の
た
め
、
ミ
ネ
ル
バ
大
学
で
は
当
初
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ス
カ
ラ
ー
ズ
や
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

機
構
［
＊
5
］
な
ど
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
自
分
た
ち
の
理
念

に
共
鳴
し
て
く
れ
る
優
秀
で
冒
険
心
に
富
む
学
生
に
対
し

て
積
極
的
に
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

「
ネ
ル
ソ
ン
自
身
も
『
対
抗
馬
が
出
て
き
て
ほ
し
い
』
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
単
な
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
と
ど
ま
ら
な

い
新
た
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
市
場
に
参
入
し
て
こ
そ
、〝
大

学
教
育
の
再
創
造
〟
と
い
う
ミ
ネ
ル
バ
大
学
の
試
み
は
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

私
が
代
表
を
務
め
るD

ream
 Project School

も
、

志
あ
る
人
が
、
ど
こ
に
い
て
も
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
学

べ
る
環
境
を
創
造
す
べ
く
、
革
新
的
な
教
育
を
導
入
し
た

り
、
そ
れ
を
目
指
す
教
育
機
関
の
広
報
・
運
営
・
経
営
支

援
を
行
っ
た
り
し
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
新
た
な
波
を

［
取
材
日

：

４
月
７
日
＠
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
］

“Building the International University：
Minerva and the Future of Higher Education” Appendix Aより山本氏作成

ミネルバの梟
ふくろう

は、
夜空に瞬く星を繋ぐ
日原翔  Hihara Sho

四十人四十一脚という競技をご存知だろうか？　僕の母校で毎年行われ
る体育祭の名物競技で、二人三脚の要領で 40人繋げて走るだけ。当然、二
人三脚に比べて段違いに難しいが、練習を積むことで少しずつ速く走れるよ
うになる。自分がミネルバで３年間過ごして感じたことの大部分は、この四十
人四十一脚に通ずるものがあると思う。
ミネルバの存在について知ったのは高校３年の時だ。高校２年時にそれま
で通っていた横浜の高校を中退し、カナダの人里離れた高校で寮生活を送っ
ていた。そこは一風変わった高校で、80以上の国や地域から奨学金をもらっ
てやって来た僅か１６０人程度の学生達が、共同生活をしながら学業に励み、
地元の沖で有事の際には海難救助をするような学校だ。そんな学校でさらに
一風変わった先輩が、ミネルバについてワクワクしながら語っていた。彼自
身は結局ミネルバに進学することはなかったが、その口から溢れ出る熱量が、
初めは話半分に聞いていた僕を徐々に高揚させたのを覚えている。気がつけ
ばそれまでたてていた計画や志望校をそっちのけに、ミネルバに入学したら
あれしよう、これやろう、といった考えに夢中になっていた。
実際にミネルバに入学するまでの道のりは、それまで想像していた大学受
験のプロセスとはかなり異なっていた。というものも、僕はミネルバ出願のた
めに準備したり勉強したりすることが一切なかったのだ。なぜかというと、こ
の大学は出願時にテストの点数や受賞歴ではなく、「これまで何を成し遂げ
てきたのか」というシンプルに見えて大きな問いを投げかけてくるからだ。こ
れは対策や準備ができるものではない。それまでの人生を振り返り、そこに
何かしらの物語を見出し、自分を受験生Ａではなく日原翔というひとりの人間
として曝け出す。そこには僕と大学のオープンな対話が存在していて、その
対話を通じて互いに選びあったのだと感じている。
３年半前、この問いに対して僕は「何も成し遂げていない」という回答をした。
もともと日本の学校を楽しくも窮屈に感じていたこと。学年が上がるごとに
近づく大学受験のプレッシャーのこと。机に向かって勉強なんかしたくないの
に、大人になんてなりたくないのに……僕がおかしいのだろうか？　

それでも周りの皆は諦めたのか腹を括ったのか、いずれにせよ、僕のわがま
まな苦悩には気付いてもいない様子で大人になっていったこと。そこから逃
げるように学校をやめてカナダに飛んだこと。森林の奥に潜むそのキャンパ
スでは世界中のあらゆる才能ある人たちが楽しく過ごしていて、毎日新たな
発見があったこと。それによって２年間で大きく書き換わった僕の価値観の
こと。
その価値観の変化こそが、ミネルバという新たな価値観を提示する大学に
出願している理由なのだと、息継ぎも忘れるようにまくし立てた。
外の世界は圧倒的で、一歩踏み出した僕の自信すら一瞬で崩し去った。で

も、それを受け入れたことで自然に「何も成し遂げていない」という答えが出
てきて、今こうして僕は世界を巡りながら学び続けている。
ミネルバでの学びは不思議だ。人類の有する全ての知識を広大な夜空に
喩えてみよう。夜の帳に浮かぶ星々のひとつひとつが何かしらの知識だと思っ
てもらえればいい。いわゆる伝統的な大学で得る学びが、天体望遠鏡で視
界に収まる幾つかの星をじっくり見つめるようなものだとすれば、ミネルバのそ
れは肉眼と双眼鏡で夜空の点と点を繋ぐようなものだと僕は思う。先に大き
な絵を見ることでまず知識の交差点を認識し、必要に応じて解像度を上げる。
そうすれば目前の課題に対して複数の視点からアプローチすることが可能に
なり、汎用性と専門性のバランスが自然にとれていくのだ。
さて、３年間飛び回りながら僕が学んだこと。それは四十人四十一脚に通
ずると初めに言った。40人も人が集まれば、体格も脚の長さも足の形も当然
のように違う。いきなり足を結んで走れと言われてもできるわけがない。ひと
りが転ぶだけで残りの39人も全員転ぶ。そして、それは互いの脚の長さを責
めても解決するものではない。
この構図は、今の世界と非常に似ている。
世界に存在する多様な人々が呼吸を揃え、互いのリズムに耳を傾けながら

自分の動きを微調整して周りとのバランスをとり、共通の目的を達成しなけれ
ばならない。四十人四十一脚ではゴールは25ｍ先のテープだが、現実のゴー
ルは例えば持続可能性や機会平等、紛争解決等々である。参加人数も40人
ではなく70億人なので、途方もなく難題である。
ただ、四十人四十一脚とて、一人ひとりが両隣の人と息を揃えればゴール

には辿り着ける。それが70億人一列に並んでいても、理屈は同じはずだ。
まずはごく身近な人からで良い。周りのリズムを聴くことから始めてみたいと
思う。

ミネルバ大学では、２０２０年現在、日本出身の学生が７人学んでいる。
４年次に在籍中の日原翔氏に、入学のきっかけと学んだことについて寄稿していただいた。寄稿

クリティカル思考

クリエイティブ思考

効果的な
コミュニケーション

効果的な
インタラクション

実践的な知恵

個人の能力

対人能力

主張を評価する

発見を促進する

効果的な言葉・表現を使う

効果的な協業

示唆を分析する

問題を解決する

非言語コミュニケーションを効果的に使う

決断の優劣を判断する

製品、プロセス、サービスを創造する

交渉、仲裁、説得

倫理的行動と社会意識
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